
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ D 17 － 15 － 6

【整備概要】

【事業期間】

　・平成31年5月　～　平成32年3月

【事業費】

　・工事費（舗装補修費）：

※この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

【整備効果】

　補修を行う路線は勿来地区の重要な幹線道路であり、多くの市民に利用されていることか
ら、市民生活に密接に関連するものであり、当該地区の交流促進と賑わいの創出が期待でき
るものである。

252,654 千円

　・D-17-15　被災市街地復興土地区画整備事業（小浜地区）

　・D-17-16　被災市街地復興土地区画整備事業（岩間地区）

【基幹事業との関連性】

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

全体事業費

細要素事業名 復旧・復興事業に伴う道路補修事業

252,654 千円

　本舗装補修事業は、区画整理事業などに用いられる資材等の運搬により損傷した市道の舗
装について、補修を行うことで事業地周辺の環境改善を行うためのものであり、基幹事業と
の関連性が高い。

（関連する基幹事業）

【事業概要】

　東日本大震災によるいわき市沿岸部の壊滅的な被害から復旧・復興するため、「いわき市
復興事業計画」を策定し、被災者の生活再建、市民生活に密接に関連する社会基盤の再生・
強化のための事業を進めている。その復旧・復興事業において必要となる土砂等の資材は、
市内の山間部に点在する砕石場、工場等から搬入されており、その資材運搬経路において大
型車両の交通量が「舗装計画交通量」を超過し、著しい舗装の損傷を生じさせている。
　本件は、復旧・復興事業による土砂等の資材運搬車両の通行により、損壊した道路舗装の
補修を実施するものである。

　・補修路線　：①勿来・川部線　②上り途・松木町線（いずれも勿来地区）

　・補修延長　：Ｌ＝　2,670ｍ（①2,030ｍ、②640ｍ）

252,654 千円

合計 ：


